
(1) 担当支部： 越後支部 7159
分水嶺区分 2004年 8月 1日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
小野塚　高一 12883
井出　秀雄 7159
成海　　修 非会員
石坂　正外 非会員

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 檜倉沢出合 138 57 36 54 42 935
分水嶺到達点 檜倉越路 138 58 36 55 0 1,708 3:30 沢登り
Ｅ406 檜倉山 138 58 36 54 47 1,745 0:30 B-3
Ｅ407 大烏帽子山 138 58 36 53 52 1,822 1:55 B-3
Ｅ408 大清水山 138 58 36 53 13 1,944 1:30 B-2
Ｅ409 独標峰 0:35 A-1
　 　 138 56 36 53 13 1,453 0:30 A-1

分水嶺離別点E410 清水峠 138 56 36 53 13 1,453 0:30 A-1
歩行終了点 十五里尾根登山口

　総所要時間

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

Ｅ406 檜倉山頂
Ｅ407 大烏帽子山 ３ 異なっている

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

1.避難小屋／清水峠の避難小屋は、古く狭く暗い。早急に立て替えを要する。

　(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

所要
時間

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

非会員

2.三角点／大烏帽子山の三角点は西に大きく偏っている。

茂倉岳
茂倉岳

8時間20分総歩行時間（休憩時間を除く）：

12時間50分

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

　出口の確認に苦労する。
・標高1700ｍ前後を境に低い猛烈な根曲がり竹と石楠花などの密やぶに方向を見失う。また、ときどき現れる草原も誘い込まれると
・奥利根の八木沢川から沢登りによって大烏帽子山～清水山まで僅か踏み後がある。　
・巻機山～清水山間は昭和35年に抜開された。その後殆ど刈り払いもされず加えて登山者の通行も少ない。（皆無に等しい）

・コース中水場は無い。檜倉山頂の池溏は沸騰すれば飲料に可。

良好

特記事項

平頂の上ヤブ濃く確認できず。

保存
状況

茂倉岳
茂倉岳
茂倉岳

事務局整理記入欄 越後－07
曇り強風

５名 名

会員番号：井出　秀雄
(3)山行日：檜倉越路～Ｅ406檜倉山～Ｅ410清水峠

楡井　利幸

滝の無い沢

茂倉岳
55

(9)

17

　

55

(8)

データー紛失

(8)

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

48

17
31
30

塩沢町清水～檜倉越路
檜倉越路（檜倉山と柄沢山の鞍部）～檜倉山～大烏帽子山～清水山～清水峠

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻
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